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為替 

金利 

豪ドルの対円推移（過去１年） 豪ドルの対円推移（過去2週間） 

3年国債利回りの推移（過去１年） 3年国債利回りの推移（過去2週間） 
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2019/1/7

単位（円） 2019/1/4 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前

円／豪ドル 76.80 78.70 83.12 80.61 81.56 88.66

（注）左グラフは2018年1月4日～2019年1月4日、右グラフは2018年12月21日～2019年1月4日。

（出所）リフィニティブのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成

単位（％） 2019/1/4 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前

1.75 1.90 2.04 2.04 2.05 2.13
豪３年国債

利回り

（注）左グラフは2018年1月4日～2019年1月4日、右グラフは2018年12月21日～2019年1月4日。

（出所）リフィニティブのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成

 昨年12/24～1/4の豪州の3年国債利回りは、低下しました。 
 米国のＩＳＭ製造業景況感指数の悪化や大手ハイテク企業の業績見通しの下方修正を受けて、米国の長期金利が低下したこ
となどに連れて、豪州の3年国債利回りも低下（債券価格は上昇）しました。 

 昨年12/24～1/4の豪ドルの対円レートは、下落しました。 
 中国で発表された11月の工業利益や12月の製造業購買担当者景気指数（ＰＭＩ）の悪化や、米国のＩＳＭ製造業景況感指数の
悪化、米大手ハイテク企業の売上見通しの下方修正などからリスク回避姿勢が強まり、円高が進みました。このため、豪ドルの
対ドルレートは概ね横ばいでしたが、対円レートは下落しました。ただし1/4には、米中通商問題に関して次官級協議の開催予定
が報じられた他、パウエル米連邦制度理事会（ＦＲＢ）議長のハト派的コメントを受けて、リスク回避姿勢がやや和らぎました。 
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株式 

リート 

株式指数の推移（過去１年） 株式指数の推移（過去2週間） 

リート指数の推移（過去１年） リート指数の推移（過去2週間） 
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2019/1/4 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前

8,889.00 3.21 ▲ 0.63 ▲ 7.33 ▲ 6.46 ▲ 2.49指数・騰落率

単位（ポイント、％）

2019/1/4 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前

758.18 ▲ 0.89 0.77 1.97 2.08 6.31指数・騰落率

単位（ポイント、％）

8,600

8,700

8,800

8,900

9,000

12/21 12/25 12/27 12/31 1/2 1/4

（ポイント）

（月/日）

（注）左グラフは2018年1月4日～2019年1月4日、右グラフは2018年12月21日～2019年1月4日。

      株式指数は、MSCIオーストラリア指数（配当込み、現地通貨ベース）。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成

（注）左グラフは2018年1月4日～2019年1月4日、右グラフは2018年12月21日～2019年1月4日。

      リート指数は、S&PオーストラリアREIT指数（配当込み、現地通貨ベース）。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成

 昨年12/24～1/4の豪州リート指数は、下落しました。 
 昨年12月中旬にかけて上昇基調だったこともあり、利益確定の売りが出やすい中、軟調な豪州の住宅市況を受けて住宅関
連のリートが下げを主導し、豪州リート指数は下落しました。 

 昨年12/24～1/4の豪州株式は、上昇しました。 
 昨年内は、米国株式の上昇などが追い風となりました。年明けには、発表された中国の製造業ＰＭＩの悪化などが株価の重石
となりました。一方、この2週間、鉄鉱石等資源価格や原油価格が上昇したことからエネルギー株が上昇したほか、幅広い業種が
上昇するなど、豪州株式市場は好調な地合いとなりました。 


